















































































































































































































































































































































































































































































い（Laughl in 1963、Lau油目n＆Harper eds.1979、Szathmary 1984、Turner 1988）。
民族誌では、エスキモー文化はその担い手の話す言語によって特定されるのが一般的であ






























































































































1聞7、1988:375-376、デュモン1982 : 1 93 -1 95 、マヽソギー1982:91-93など）、現在のイヌイ
ヽソト（エ･スキモー）とほぼ同じ言葉を話していた直接祖先集団であるとされている（Max-




































































































































































































































































































































































































































































はしまった（Deki n 1978: 11 -50、スチュアート　1980b:693-694）。
　1921年から1924年にかけて、ビルケト＝スミス、マティアッセン、フロイケン（P.Freu-
chen）という勿々たるメンバーから構成され、ラスムッセン（K.Rasmussen）を隊長とし



































































































































































































































































〕:242、1988:149、Giddings S Anderson 1986:xxvii、Nash 1969: 151、154、VanStone
!:227）。極北小型石器文化の分有圏がエスキモー文化の分布圈とほぼ重･なっているこ
ど･（G､ddin只sa Anderson 1986:292、|rvin　1962b、1964:337、MCGhee 1976d:68）と。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｇ
」づくギモー又化伝統に含まれるノートン文化の石器と極北小型石器文化の石器の型式との










想定されている（Arutiunov and Fitzhu只h 1988:129、Co目ins 1951:437、1973、Levin








































































































































































































































































































































































































゛I.=161kO‘o･､ked knlfe、|rving1 964: 193- 197）がブニク・ポイント遺跡から出土した。
八一人口通路をもつ住居址の中央に地炉址があった（1rving 1964:80-91）。柱穴は発見さ
｡｡･･｡･｡;l･:j::｡･yj･ゝ一一jたので、構造は後世の内陸文化の住居と同じように、ホッキョクヤナギの枠の卜l













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































:今した、すなわち内陸は生活の根拠地であったと思われる（註14）･J’、4- Ju s　i ra･ 4.j ’J r｀jllきfifl､｀rlf□り.ﾉ11X r罵竺ふt&UQ9‾.j /C C. 、砥;､ｆｊ●Ｑ･;ｉ　ｘｉｔ　１“量／　ｏ　ｌｔ．
かしこ使･川されていたかということを示す資料はないが、民族誌に記されてい
ドノルーフの牛活から類推して、竪穴住居は主に冬期に使われ（Anderson 1988:26、







ｬ1にレトこ･っものであると推定される（Anderson 1988:100-101、Dumond 1981 :127、19





























































































民族誌に記録されている（Anderson 1988: 19、Burch 1984:317、Gubser l965:253、Van-
りollpﾝ:G-2:拝）が、圈じ漁法は先史時代にも用いられていたと推定される。巨視的に、
晦北う型石器文化に担い手がヌナミウト･などの、北アラスカ内陣の歴史期の内陣エスキモ






















･勺い行adbl｣ry l980、Ager＆Sinls 1981、Barry他1977:194、197-198、Dekin 19
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母体であるとするアンダーソン（Anderson 1968:33、1972:Fig.2、1 979: 18、1980:243、
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マ w w ・ ゝ ／ -
糸短○‾疋柁であろと
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限雨ヴ↑､Ackerman（Washinμon State university）、lan Badgley（Avataq
OI巾jral lrlstitute.U.uebec）、Don Dumond （University of oregon）、Ro-













































































































































































な研究書は次の通りである　:　Anderson 1980:242、1979: 18 ； Arnold 1986: 1；





1987a:48 ； Giddlngs　1964a:268 ； Giddings ＆Anderson l986:115 ； Harp　19
1964 : Heller　1986: 180pp ；｜rvlng　1962a、1964、1968、1970:340 ； Knuth
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